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本発表の報告内容
情報セキュリティビジネスにおける競争優位創出の要因
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情報セキュリティビジネスの競争優位創出
• 本発表は、情報セキュリティビジネスを⾏う企業が事業ポートフォリオを
拡張することによって競争優位を創出した事例を報告する
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被買収企業であるMcAfeeが自社戦略により、
事業ポートフォリオを拡張することで競争優位を創出した！



背景
情報セキュリティビジネスとは
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情報技術（IT）
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情報セキュリティとは

出典：JNSAより

7

企業の情報システムを取り巻くさまざまな脅威から、情報資産
を機密性・完全性・可用性（三大要件）の確保を行いつつ、正
常に維持すること！



情報セキュリティビジネス
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情報セキュリティビジネスの市場特性
• 情報セキュリティビジネスには以下のような市場特性がある
1. 新しい技術に対して早い速度で情報セキュリティを担保していかなければ
ならない

2. ソフトウェアやハードウェアに依存せず多様なレイヤーでセキュリティが必要
3. セキュリティ対象とセキュリティ脅威は常に拡大している
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外部環境の変化が激しく、様々なレイヤーと新しい技術に
常に対応していかなければならない！



情報セキュリティの産業構造
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出典：独立行政法人情報処理推進機構 2009年 情報セキュリティ産業の
構造に関する基礎調査より

様々な領域が存在し、
主要プレーヤーも住
み分けされている
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筆者作成
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トータルセキュリティ
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研究目的
激化する情報セキュリティでの競争優位
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研究目的
情報セキュリティ対策を垂直統合型システムで提供している企業を
対象とし、情報セキュリティビジネスの競争優位の要因を抽出する
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• 1987年 カリフォルニア州にて設⽴
• エンタープライズ、コンシューマ双方でセ
キュリティ製品を展開
�ソフトウェア、アプライアンス製品を販売

• ITセキュリティの専業ベンダとしては最⼤
規模

• 1982年 カリフォルニア州にて設⽴
• エンタープライズ、コンシューマ双方でセ
キュリティ製品を展開
�ストレージやバックアップ製品も販売

• もともとは人工知能やDBという部分に
強みを持つ

業界2位 業界1位



対象企業の選択理由

• 以下の要件を満たす企業であること
1. 広範囲のセキュリティレイヤーで事業ポートフォリオを持っていること
2. 垂直統合型システムを提供していること
3. 企業規模が大きく、事業構造の変化がわかりやすいこと
4. 情報セキュリティを主⼒ビジネスとしていること
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研究方法
事業ポートフォリオ拡張からみる戦略
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IntelによるMcAfeeの買収

• 2010年8月 Intelが76億8000万US$で
McAfeeを買収することを発表

この買収の意図を調査し、
情報セキュリティでの競争優位の要因を抽出する
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調査内容
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分析
調査結果の分析
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財務状況の比較
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出典：Speeda、Mergent Online を参考に筆者作成

2010年まではMcAfeeとSymantecはある
程度拮抗している。
2011年からは、Intelの一事業部として
の売上高でもSymantecを上回る



レイヤーアーキテクチャの比較
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筆者作成
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レイヤーアーキテクチャの比較
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筆者作成
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使ったセキュリティ製品



McAfee DeepSAFE Technology
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出典：McAfee HP

http://www.mcafee.com/us/solutions/mcafee-

deepsafe.aspx

McAfee DeepSAFE技術を
使うことで、OSを越え

たレイヤーでセキュリ
ティを提供できる！



レイヤーを越えたセキュリティ製品はなぜ必要か
• McAfeeの持つソフトウェアベースのセキュリティ技術と、IntelのCPUを
組み合わせることで、モバイルやIoTに対応した
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出典：Intel Annual reportより
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Intel＋McAfeeの事業セグメント
McAfeeはIntelの1事業セ

グメントで活動すること
で自社のコンピタンスを
生かして活動

McAfeeとIntelは技術トレン

ドに合わせて事業セグメン
トを柔軟に変更している



Symantecの事業セグメント
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技術トレンドと買収のタイムライン
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Intelによる独占禁止法違反
• 2009年05月:欧州委員会（EC）は独占禁止法に違反したとして10億6000
万€（約1400億円）の制裁⾦⽀払いを命じる

• 2009年11月:米AMD社と12億5000万US$の⽀払いで独占禁止法違反や特
許侵害の訴訟を和解

• 2009年11月:NY州法⻑官により独占禁止法に違反したとして提訴
• 2009年12月:米連邦取引委員会（FTC）が独占禁止法に違反したとして提訴
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McAfee買収は、対象レイヤーが異なるので独占禁止法違反とはならな
いが、この背景から2010年にIntel主導による大きな買収(約77億US$)

を実行することは難しい。(市場価格の60%プレミアムを付加)

しかし、買収に成功していることから、McAfee側の主導で行われたと
想定することができる。



結論
• McAfeeがIntelに買収されることで、以下のことがいえる
1. IoTやモバイルといった技術領域に対して⾃社事業ポートフォリオを拡大
2. 新しい技術領域への事業ポートフォリオの拡張により、競争優位を確⽴
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情報セキュリティ市場は外部環境変化が激しいため、多様な
セキュリティレイヤーで対応するための事業ポートフォリオ
を構築することは競争優位創出にとって非常に重要！



今後の課題
本研究における今後の課題
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今後の課題

• 以下の仮説について今後の研究課題とする
1.セキュリティレイヤーを詳細に細分化することで、McAfeeとIntelのもつ
技術が他の事業ポートフォリオにもシナジー効果を生んでいる

2.IT以外の技術領域をもつ企業により事業ポートフォリオを拡張した場合、
競争優位創出の要因となる

3.業務提携による技術の統合では競争優位は創出できない
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製品別の事業セグメントを
さらに整理

より精緻に事業ポートフォリオの拡張による競争優位創出を明確化

ハードウェアとソフトウェ
ア企業の買収事例調査
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Thank you for listening.
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